
令和 4年度の歯学教育モデル・コア・カリキュラムにより、歯学部生は「口腔習癖の処置、口腔筋機能療法」が経験が望まれる重要な課

題として掲載されている。また、将来歯科医師となった時に小児の口腔機能の発達不全症に対する指導・評価を行えるよう、学生が口腔機

能に関わる検査を体験することはとても重要である。このため 2025年度以降の小児歯科学基礎実習で、歯学部生が口腔機能検査を体験し、

自身の検査結果を評価・分析し、適切な筋機能療法を調べてレポートにまとめるという実習内容を計画した。本研究は、この実習で得られ

た口腔機能検査のデータ等を用いて、青年期の男女の口腔機能の実態を明らかにし、それにより青年期の口腔機能の発達に対する早期介入

の必要性を検討することを目的とする。 
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